



A Case Study on Mutual Learning among Teachers through Communication about 
The Class
― Based on the Class Observation in High School and the Analysis of the Free Description ―
キーワード： 若い教師，力量形成，コミュニケーション，相互学習
Abstract：The purpose of this study is to clear circumstances and problems of mutual learning 
among teachers through communication about the class, based on an example investigation in X city 
Y senior high school. As the first step in analysis, I arranged the Present issues to surround young 
teachers, and it about developing teaching competence of teacher in the school.
Then, I clarified mutual learning among teachers through communication about the class, based on 
the class observation in high school and the analysis of the free description.
Finally, I showed a problems about being careful about the quality of the meeting between teacher, 
and the multi-layer characteristics of a host and the content to learn, when we place class practice 
by the combination as the developing teaching competence and care system for young teachers in 
the schools
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1年目 3回程度 いいえ 15時間
C教諭 2年目 2年目 2年目 無回答 いいえ 16時間































































































































































































































































































































































































































































































































































































C 2年目 2年目 2年目 無回答 いいえ 16時間 無回答
D ３年目 ３年目 １年目 1回 はい 14時間
人間学Ⅰ研究発表会（9月）をゴールとして逆向き設計
をしている。大きく分けて「アイスブレイク」「アイディア
を出す方法の習得（ブレスト・ＫＪ法など）」「テーマ設
定」「調査・研究」「発表準備」の5つの要素があるが、
それらを年間行事予定表を見ながらあてはめていくイ
メージ。平成26年6月頃から（人間学担当者ではな
かったが）人間学の会議に参画しており、26年度の反
省を踏まえて、26年度中に27年度の大まかなカリキュ
ラム設計をした。27年度より3学期制に移行したことも
あり、年度が変わってからも、授業開始まで打ち合わ
せを重ね、授業開きを迎えた。教材「スキルワーク」は
27年度から本格導入したが、導入は26年度後期に決
定。
【参考資料：自由記述一覧】
126
３．「人間論Ⅰ」の授業実施過程について
４．「人間論Ⅰ」の授業を通した協働過程において感じ
ている変化や学びについて
A
「教育みらい科」の専門科目の科目同士のつながりや
位置づけを整理し明確にすることが、昨年度あたりか
らの課題となっていた。昨年度、専門科目「言語技術
Ⅰ」の担当であったD先生が「人間論Ⅰ」の打ち合わ
せにも参加されるようになり、彼を中心に専門科目を
系統立てて考えられるようになってきていると思われ
る。
今年度は4～9月は「研究発表」に向けての探求活
動。10～3月は「家庭基礎」を行う。
昨年度は、探求活動に入る前に、「開発教育」をテー
マにした授業・取り組みを数回実施した後、新聞記事
を使ったレポート作成を課題とした（昨年度はこの部分
を担当）。
今年度は4月当初から「研究発表」に向けての課題探
求を行い、担当者はそれぞれ２グループずつを担当指
導している。
担当者の教科、年齢、性別などが様々で、よりバラン
スをつくっていて面白い。
D先生：生徒たちが考えるための道筋を、常に論理的
に示される力が素晴らしい。何より、先生自身が探求
活動のおもしろさを感じておられるのが生徒たちにも
伝わっている。
B先生：課題設定、調べ方、伝わりやすいまとめ方や
発表の仕方など具体的な指導が的確で、見習う点が
多い。生徒たちのスキルも上がっている。
C先生：生徒に探求活動をさせる場合、担当者側の準
備も多岐にわたるが、先を見通しながら教材準備など
を進める授業準備力が素晴らしい。また、D先生やB
先生などベテランの教員の指導から学ぼうとする姿勢
が非常に前向きで刺激を受けている。
B
4月当初、授業開始までに概ね（合計3時間）の担当
者会議を開催し、本年度の授業内容や担当者の役割
分担を確認した。その後、週1回全員の授業空き時間
（金曜日5時間目）教科担当者会議の時間として設定
し、授業内容や授業進度について検討した。
今年度、担当者としての役割は、全体を8班に分けた
内の2班を担当して、課題設定や調査方法、最終的な
発表について指導を行った。また、全体への指導とし
ては、文献調査やアンケート・インタビュー調査の方法
について、簡単なプリントを作成して説明を行った。
以前は、主体的な取り組みに関わったことはなかった
が、昨年度の発表会を見学して、生徒の様子や講評者
である大学教員（京都女子大学の田井先生）のコメン
ト内容を聞いた。
主担当のD先生を中心に、各教員の個性を活かした
指導ができていると思う。また、当初は自主的な班別
活動、具体的な文献やインターネットの調べ学習、発
表資料の収集や発表原稿の作成などについて、十分
な指導ができているか心配していた。しかし、指導教
材である「中学生・高校生のための探求学習スキル
ワーク」をもとに、探求モデルを示しながら指導していく
ごとに生徒が主体的に取り組むようになった。
また、D先生の生徒に対する「語り」、特に探求活動と
言う大学生でも難しい課題について、生徒に繰り返し
「語りかけ」（君たちはできる、と言うような意味を込め
て）をしている姿は大変参考になった。
また、家庭科教員（A先生・C先生）の生徒に寄り添う
ように、一緒に課題に取り組んでいるというような母性
的指導についても、参考になった。
C
今年度の１学期では調べ学習において、２つの班を担
当し、指導を行った。２学期の１０月からは家庭科の授
業を担当し、そのなかで保育園見学などを実施する予
定。
昨年度は家庭科の授業を行い、１１月には保育園見
学を実施した。
クラス全体や個人ではなく、５，６人と言うグループ単
位での指導に取り組むことによってこれまでにない
様々な古都を学んだ。各藩同じテーマで調べ学習をし
ているはずが、個々の中でズレが生じたり、互いの意
欲に温度差を感じたりする時があった。そのような中
で班員一人ひとりが主体的に動くにも、それをこちら側
から誘導すること、具体的な例を与えることが班員を
まとめる一つの方法だと気づかされた。グループ指導
であれ、ここに目を向け、調べ学習が正しい方向へ進
むように指導することが大切だと気がついた。そのほ
か、中間発表の時、他の班からの質問、意見交換の
時間が大変効果的であることに気がついた。グル－プ
の中で試行錯誤するだけでは偏りができてしまう。つ
まり、他の班、第三者からの視点、意見も調べ学習に
おいて必要不可欠だと感じた。
また、人間学は自分も含めて４人の教員で授業を行う
ので、教員２年目の私にとって他の先生方の指導方
法を生で見て感じられ、吸収できる貴重な経験となっ
た。
D
基本的に週に1回打ち合わせを行っている。木曜日が
授業、それを受けて金曜日に前時のふり返りと次時の
進め方の確認。テーマが決定し、調査が開始してから
（6月下旬ごろ～）は、担当者（1名が2グループを担
当）の裁量で指導を行うため、綿密な打ち合わせは不
要になっている。役割は授業の主担当。生徒の前で
話をすることが多い。26年度の内容をある程度引き継
ぎ、27年度のカリキュラム設計および教材選定を主と
して担当した。
教員同士のコミュニケーションが重要であることを通説
に感じ、意識するようになったことは大きな変化だと思
う。私は自由な発想でアイディアを出すことは割と得意
だが、ベテランの先生がお持ちの豊富な経験や知識、
あるいは大学院での研究経験などにおいては欠けて
いる。生徒に対する接し方もそれぞれ異なる。それぞ
れの得意分野を発揮し、補いあえているのではない
かと思う。主担当の立場として、チームリーダーとして
の役割を果たす必要があり、予測を立てて計画的に
動いたり、仕事の分配を行ったりと、単独の授業では
発生しない業務が多い。この経験は、グループ活動に
おいてリーダーとなっている生徒のふるまいと類比関
係にあり、実感を伴って、生徒のグループ活動を指導・
支援できていると思う。
